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江
原
素
六
と
そ
の
周
辺
　
５３

家
庭
購
買
組
合
と
江
原
素
六

家
庭
購
買
組
合
は
、
第

一
次
世
界
大
戦
後
の

好
景
気
や
ロ
シ
ア
革
命
の
影
響
を
受
け
た
社
会

運
動
の
高
ま
り
の
中
、
大
正
八
年

（
一
九

一
九
）

一
二
月
、
東
京
で
誕
生
し
た
。
大
正
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
の
主
唱
者
吉
野
作
造
が
理
事
長
と
な

っ
た
。

消
費
者
が
生
活
防
衛
の
た
め
、
自
ら
日
用
品
の

流
通

・
販
売

・
購
買
等
を
管
理
す
べ
く
立
ち
上

げ
た
組
織
で
あ
り
、
明
治
期
に
生
ま
れ
て
消
え

て
い
っ
た
同
様
の
組
合
と
は
違

い
、
現
在
に
続

く
生
活
協
同
組
合

（生
協
、

コ
ー
プ
）
の
直
接

的
ル
ー
ツ
で
あ

っ
た
。

そ
も
そ
も
こ
の
よ
う
な
運
動
は
、
キ
リ
ス
ト

教
の
隣
人
愛
の
理
念
を
背
景
に

一
九
世
紀
イ
ギ

リ
ス
で
始
ま

っ
た
も
の
で
あ
り
、
当
初
は
日
本

で
も
、
賀
川
豊
彦
ら
労
働
運
動

・
農
民
運
動
に

理
解
の
あ
る
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
に
よ

っ
て
推
進
さ

れ
た
。
吉
野
も
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
り
、
彼
に

よ
る
家
庭
購
買
組
合
は
、
賀
川
が
指
導
し
た
神

戸
消
費
組
合
の
結
成

（
一
九
二
〇
年
）
と
同
様

の
全
国
的
な
動
き
で
あ

っ
た
。
政
治
面
で
の
役

割
と
も
あ
い
ま

っ
て
、
「家
庭
購
買
組
合
は
吉
野

の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
の
社
会
経
済
面
で
の
実
践

活
動
で
あ

っ
た
」
と
評
さ
れ
る
。

キ
リ
ス
ト
教
界
で
の
つ
な
が
り
に
よ
る
の
で

あ
ろ
う
、
江
原
素
六
も
家
庭
購
買
組
合
の
組
合

員
と
な

っ
た
。
亡
く
な
る

一
か
月
前
、
大
正

一

一
年

（
一
九
二
二
）
四
月
二

一
日
付
の
出
資
券

が
現
存
す
る
。
ま
た
、
同
年
八
月
調
べ
の
組
合

名
簿

（江
原
文
書
Ｐ
ｌ
ｂ
１
４０
）
か
ら
は
、
素

六
の
子
次
郎
も
引
き
続
き
組
合
に
加
盟
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
名
簿
に
は
、
「今
年
中

に
二
千
人
を
超
ゆ
る
組
合
員
数
と
な
り
」
云
々

と
あ
り
、
居
住
区
町
村
毎
に
氏
名
が
記
さ
れ
て

い
る
が
、
著
名
な
人
物

・
団
体
を
拾
う
と
以
下

の
通
り
で
あ
る
。

［本
郷
区
］
波
多
野
伝
四
郎
、
佐
々
木
勇
之
助
、

星
島
二
郎
、
古
在
由
直
、
吉
野
作
造
、
高
畠
素

之
、
金
森
徳
次
郎
　
［小
石
川
区
］
姉
崎
正
治
、

卜
　
　
岩
波
茂
雄
、
鳩
山
秀
夫
、
石
川
林
四
郎
、

ツ
　
　
藤
田
逸
男
、
羽
仁
も
と
　
［牛
込
区
］
桑

刀
　
　
木
厳
翼
　
［麹
町
区
］
金
沢
久
、
今
和
次

パ
蔵
　
良
、
与
謝
野
寛
、
有
島
武
郎
、
海
野
晋

の
館
　
吉
、
女
子
英
学
塾
　
［神
田
区
］
清
水
釘

齢
悩

吉
、
東
京
基
督
教
青
年
会
、
原
胤
昭

願
　
　
［
四
谷
区
］
石
川
千
代
松
　
［赤
坂
区
］

麺
　
　
剛
剛
鋤
嫁
胸

．
かぃ
一聘
一喩
幅
｝

木
［・赫

姉
苺
一

江
原
次
郎
　
［下
谷
区
］
大
河
内
正

敏
、
片
山
哲
、
小
川
剣
三
郎
　
［瀧

野
川
町

ｏ
日
暮
里
町
］
田
辺
至
、

山
本
鼎
、
下
田
将
美
　
［巣
鴨

・
西

巣
鴨
］
内
ケ
崎
作
二
郎
、
小
林
富

次
郎
、
田
村
直
臣
、
元
田
作
之
進

［高
田

・
雑
司
ヶ
谷

・
戸
塚
］
千
石

興
太
郎
、
林
文
子
　
［大
久
保

。
淀

橋

。
中
野

・
落
合
］
森
戸
辰
男
、

東
京
女
子
大
学
第

一
寄
宿
舎
　
［千

駄

ヶ
谷

・
代
々
木
］
佐
野
善
作
、

和
辻
哲
郎
、
久
留
島
武
彦
　
［渋
谷

町
］
松
村
介
石
、
山
室
軍
平

キ
リ
ス
ト
教
界
は
も
と
よ
り
、
政
財
界
や
官

界
の
有
力
者
や
学
者

・
文
化
人
が
少
な
く
な
い
。

一
〇
名
前
後
置
か
れ
た
理
事
の
中
に
は
、
吉

野
以
外
に
山
本
邦
之
助

（
一
八
六
九
～

一
九
五

五
）
、
藤
田
逸
男

（
一
八
八
六
～

一
九
五
六
）
ら

が
い
た
が
、
い
ず
れ
も
江
原
素
六
と
は
所
縁
あ

る
人
々
で
あ
る
。
山
本
は
東
京
基
督
教
青
年
会

（
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
）
の
主
事

・
総
主
事

つ
と
め
、
軍
隊

慰
間
事
業
、
北
米
日
系
人
慰
問
派
遣
な
ど
で
江

原
を
補
佐
し
た
。
藤
田
は
、
創
立
以
来
事
実
上

家
庭
購
買
組
合
を
牽
引
し
た
人
で
あ
り
、
吉
野

没
後
に
は
理
事
長
職
を
継
き
、
戦
後
も
生
協
運

動
の
再
建
に
尽
く
し
た
。
東
大
学
生
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

時
代
に
吉
野
の
感
化
を
受
け
た
藤
田
は
、
や
は

リ
シ
ベ
リ
ア
出
兵
時
の
軍
隊
慰
間
事
業
な
ど
で

仕
事
を
と
も
に
し
た
江
原
の
こ
と
を
、
「日
本
の

民
主
化
線
上
で
、
吉
野
先
生
と
同
じ
線
上
に
在

ら
れ
た
」
と
評
し
、
深
く
尊
敬
し
て
い
た
。

も
う

一
人
、
理
事
に
名
を
連
ね
た
星
島
二
郎

（
一
八
八
七
～

一
九
八
〇
）
は
、
藤
田
と
同
じ
岡

山
県
出
身
、
東
大
法
学
部

。
東
大
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で

の
吉
野
門
下
で
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
運
動
の

担

い
手
と
な

っ
た
。
後
に
弁
護
士

。
衆
議
院
議

員
と
な
り
、
戦
後
は
大
臣

。
議
長
ま
で
つ
と
め

る
こ
と
に
な

っ
た
が
、
若
き
日
の
リ
ベ
ラ
ル
な

政
治
姿
勢
は
、
吉
野
の
薫
陶
以
外
に
、
岡
山
中

学
校
時
代
の
恩
師
服
部
綾
雄
校
長
や
、
親
友
で

も
あ
る
そ
の
息
子
服
部
純
雄
か
ら
の
影
響
も
考

え
ら
れ
る
。
服
部
綾
雄
は
沼
津
藩
士
の
子
で
あ

り
、
江
原
素
六
と
と
も
に
大
正
二
年

（
一
九

一

三
）
渡
米
、
日
系
人
排
斥
問
題
解
決
に
尽
力
し

た
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
政
治
家
で
も
あ

っ
た
。

家
庭
購
買
組
合
と
江
原
素
六
の
周
辺
に
は
、

キ
リ
ス
ト
教
と
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
め
ぐ
る

豊
か
な
人
脈
が
あ

っ
た
。

〈参
考
文
献
〉
「生
活
協
同
組
合
運
動
」
（
『日
本
キ

リ
ス
ト
教
歴
史
大
事
典
』
）
、
藤
田
逸
男

『賛
育

会
物
語
』
（
一
九
五
三
年
）
、
本
村
正
枝

『消
費

組
合
小
史
』
（
一
九
八
〇
年
）
、
『
一
粒
の
麦
　
い

ま
蘇
え
る
星
島
二
郎
の
生
涯
』
（
一
九
九
六
年
）

（樋
口
雄
彦
）
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「

シ
リ
ー
ズ
　
沼
津
兵
学
校
と
そ
の
人
材
　
９２

通
訳
た
ち
の
沼
津
兵
学
校

江
戸
時
代
、
幕
府
は
長
崎
に
オ
ラ
ン
ダ
人

。
中
国
人
と
の
通
訳

を
担
当
す
る
世
襲
の
通
詞
を
置
い
て
い
た
。
幕
末
の
開
国

。
開
港

は
、
オ
ラ
ン
ダ
語

。
中
国
語
以
外
の
語
学
、
す
な
わ
ち
英
語

。
フ

ラ
ン
ス
語
な
ど
の
必
要
性
を

一
気
に
拡
大
さ
せ
、
新
た
な
語
学
力

を
身
に
付
け
た
通
訳
の
需
要
を
生
み
出
し
た
。
当
初
は
長
崎
の
オ

ラ
ン
ダ
通
詞
ら
が
英
語
を
学
ぶ
こ
と
に
よ

っ
て
そ
の
役
割
を
果
た

し
た
が
、
や
が
て
唐
通
詞

（中
国
語
の
通
訳
）
や
そ
れ
以
外
の

一

般
の
幕
臣
ら
も
新
規
参
入
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
ま
た
、
文
書
の

翻
訳
に
は
旧
来
の
洋
学
者
が
従
事
す
る
場
合
も
多
か

っ
た
が
、
会

話
に
お
け
る
通
訳
に
は
若
い
世
代
の
新
た
な
人
材
が
加
わ

っ
た
。

維
新
後
、
そ
の
よ
う
な
通
訳
た
ち
は
、
明
治
新
政
府
に
出
仕
し

た
者
、
静
岡
藩
に
帰
属
し
た
者
、
出
身
地
で
あ
る
長
崎
に
留
ま

っ

た
者
な
ど
に
分
か
れ
た
。
フ
ラ
ン
ス
語
通
訳
に
は
榎
本
武
揚
軍
に

加
わ

っ
た
フ
ラ
ン
ス
軍
人
に
付
き
添
い
箱
館
戦
争
に
参
加
し
た
者

も
い
た
。
静
岡
藩
士
を
見
て
み
る
と
、
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
の
家

柄
出
身
の
通
訳
と
し
て
は
、
名
村
元
度

（五
八
郎
）
が
静
岡
学
問

所
教
授
、
西
成
度

（吉
十
郎
）
が
使
番

ｏ
日
付
助

・
小
島
添
奉
行

・

権
少
参
事

。
刑
法
掛
に
就
任
す
る
な
ど
の
足
跡
を
残
し
て
い
る
。

外
国
官

一
等
訳
官
と
な

っ
た
石
橋
政
方

（助
十
郎
）
、
東
京
運
上
所

通
弁
御
用
と
な

っ
た
頴
川
君
平

（雅
文
）
な
ど
、
籍
は
静
岡
藩
に

置
き
な
が
ら
も
駿
遠
に
移
住
せ
ず
、
す
ぐ
に
新
政
府
に
出
仕
し
た

者
も
あ

っ
た
。

ま
た
、
横
浜
語
学
所
で
フ
ラ
ン
ス
人
か
ら
直
接
教
育
を
受
け
陸

軍
伝
習
や
横
須
賀
製
鉄
所
で
の
通
訳
の
役
割
を
期
待
さ
れ
た
者
と

し
て
は
、
長
田
錐
太
郎
が
静
岡
学
問
所
、
神
保
長
致

・
伊
藤
隼

・

小
野
清
照
が
沼
津
兵
学
校
の
教
授
に
就
任
し
た
。
名
村
は
す
で
に

英
語
を
会
得
し
、
静
岡
学
問
所
で
も
英
語
を
担
任
し
た
が
、
同
学

間
所
の
学
科
に
は
、
英
仏
語
の
み
の
沼
津
兵
学
校
と
は
違

い
ド
イ

ツ
語

。
オ
ラ
ン
ダ
語
も
あ

っ
た
の
で
、
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
以
来
の
カ

を
発
揮
す
る
機
会
も
残
さ
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、

地
方
政
権
に
す
ぎ
な
い
静
岡
藩
に
は
外
交

。
通
商
の
仕
事
は
な
く
、

語
学
教
師
と
し
て
の
役
割
し
か
な
か

っ
た
が
。

沼
津
兵
学
校
に
は
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
の
出
身
者
は
い
な
い
が
、

西
成
度
に
師
事
し
外
国
奉
行
支
配
通
弁
出
役
を

つ
と
め
た
こ
と
も

あ
る
高
島
茂
徳
な
ど
、
彼
ら
に
育
て
ら
れ
た
英
語
習
得
者
が
存
在

し
た
。
ア
メ
リ
カ
人
ク
ラ
ー
ク
を
雇

い
入
れ
た
静
岡
学
問
所
で
は
、

彼
の
通
訳

・
助
手
が
新
た
に
育
成
さ
れ
る
と
い
っ
た
側
面
が
あ

っ

た
が
、
沼
津
兵
学
校
の
ほ
う
に
は
ネ
イ
テ
ィ
ブ
に
よ
る
学
習
機
会

は
な
く
、
本
格
的
に
語
学
能
力
を
磨
く
術
は
な
か

っ
た

（沼
津
兵

学
校
資
業
生
芳
賀
可
伝
は
静
岡
学
問
所
に
転
任
し
、
ク
ラ
ー
ク
の

「訳
官
」
を

つ
と
め
た
と
い
う
）
。
し
か
し
、
そ
れ
以
前
の
経
験
や

そ
の
後
の
海
外
留
学
な
ど
を
活
か
し
、
明
治
政
府
出
仕
後
に
通
訳

の
仕
事
を
行

っ
た
伊
藤
隼

（陸
軍
省
中
等
通
弁
）
、
熊
谷
直
孝

（海

軍
省
仏
語
通
弁
）
ら
が
出
て
い
る
。
さ
ら
に
、
語
学
教
官
や
翻
訳

の
仕
事
に
従
事
し
た
者
に
ま
で
幅
を
広
げ
れ
ば
、
乙
骨
太
郎
乙

（大

蔵
省
翻
訳
局
教
頭
）
、
山
内
勝
明

（外
務
省
横
文
翻
訳
課

・
洋
語
学

所
出
仕
）
な
ど
も
い
る
。
な
お
、
最
終
的
に
は
技
術
者
や
外
交
官

な
ど
に
な

っ
た
場
合
の
ほ
う
が

一
般
的
で
あ
り
、
通
訳
だ
け
を
専

門
に
し
た
人
物
は
皆
無
で
あ
る
。

〈参
考
文
献
〉
木
村
直
樹

『〈通
訳
〉
た
ち
の
幕
末
維
新
』
（
二
〇

一

二
年
、
吉
川
弘
文
館
）
、
三
上
昭
美

「明
治
４
年
外
務
省
職
員
履
歴

書
１
」
（
『中
央
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
１
５
０
号
、
一
九
九
二
年
）
、

『幕
臣
福
田
重
回

・
高
島
茂
徳
兄
弟
』
　
　
　
　
　
（樋
口
雄
彦
）

毅
嚢
賀
通
黙
ぜ
轟
憮

人事
島纏
・焦
経
嵐

，ネ

海

率

者

簿

4

熊谷直孝の海軍省仏語通弁辞令 (当館蔵)
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企画展のお知らせ

ス ル ガ の 吉 墳 ～高尾山古墳が語るもの～

会 期  8月 1日 (水)～ 9月 30日 (日 )

観覧料 大人200円 小人100円 (市 内の小・ 中学生は無料 )

くイベント〉

◆ギヤラリートーク

日 口寺 8月 4・ 11018・ 25日 、 9月 4日  11時～

8月 は沼津市文化財センター職員が展示解

説 します !誰が解説するかはお楽 しみ。

9月 4日 は、博物館実習生が登場 します。

温かい日で見守ってください。

申込不要 展示会場でお待ちしています。

◆子ども古墳教室

日 日寺 8月 19日 (日)対 象 小学生 (4～ 6年生)||

講 師 沼津市文化財センター 池谷さん

申 込 7月 24日 (火)か ら 当館まで電話または直接

◆体験講座 勾玉づくり

日 時 8月 11日 (土)10～ 12時 対 象 小学生

申 込 7月 24日伏)か ら 当館まで電話または直接

===111'1‐
                                                                  _‐ .■■|■■

嚢菱 11:ilil:1 
明治史料館の夏のイベント 夏休みは明治史料館へ集まれ !! _||:葬

:はな

中学・高校生のための
1日学芸員体験講座

戦時中のくらしを体験しよう
時

象

場

容

日

対

会

内

時

容

国

内

8月 9日は)10:00～ 15:00

①講義…・「博物館」と「学芸員」

②見単…展示室・館内施設の見学

③実技…博物館資料の取り扱い方

筆記用具・昼食・動きやすい服装

7月 24日(D9:00～電話にて受付

(先着10名 ) 持  物

8月 8日③ 10:00～ 15:00

市内の小学生4・ 5・ 6年生

当館講座室・駐車場

「すいとん」を作つて食べる

tl載 時中の話を聞く

高角砲部隊の弾薬庫跡の見学

*雨天の場合はビデオ鑑賞

筆記用具、軍手、タオル、お書、お椀、飲み物

)5れてもよい服装 (保険料 15円 )

7月 24日(D9:00～電話にて受付 (先着30名 )申 込

平和を考える戦争史跡めぐり
中学生 8月 3日③ 8:50～ 16:00

親 子 8月 5日0    ″

沼津市内に残る11∫力争史跡をマイクロバスで回ります

弁当、飲み物、筆記用具、懐中電灯、タオル、汚れても

よい服装

7月 24日 (閑 9:00～電話にて受付 (各国先着23名 )

物

込

持

申

日 時

内 容

持 物
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